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第
108
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
大
会
（
夏
の
甲
子
園
）

が
８
月
５
日
兵
庫
県
西
宮
市
の

阪
神
甲
子
園
球
場
で
開
幕
し
、

全
国
か
ら
49
代
表
が
出
場
。
８

月
22
日
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

２
回
戦　

横
手
高
校
（
秋
田
県
）

　
福
井
県
代
表
の
敦
賀
気
比
は

大
会
第
７
日
、
８
月
11
日
の
２

回
戦
で
、
57
年
ぶ
り
２
度
目
の

出
場
と
な
る
横
手
高
校
（
秋
田

県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
10
ー
０
で
敦
賀
気
比

が
大
勝
し
、
夏
の
甲
子
園
４
年

ぶ
り
の
初
戦
突
破
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
敦
賀
気
比
は
１
回
に
後
藤
選

手
の
中
前
適
時
打
で
先
制
す
る

と
、
３
回
に
５
点
を
奪
い
主
導

権
を
握
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も

小
刻
み
に
得
点
を
重
ね
、終
わ
っ

て
み
れ
ば
13
安
打
で
10
得
点
を

あ
げ
ま
し
た
。
投
げ
て
は
、
投

手
４
人
の
継
投
で
横
手
打
線
を

４
安
打
に
抑
え
完
封
し
ま
し
た
。

　
三
塁
側
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
に
は
、
敦
賀
気
比
の
野
球
部

員
や
生
徒
、
保
護
者
、
関
係
者

ら
約
２
，
０
０
０
人
が
集
ま
り
、

選
手
に
声
援
を
送
り
、
選
手
を

後
押
し
し
ま
し
た
。

３
回
戦　

智
辯
和
歌
山
高
校

　
　
　
　
　
　
　

（
和
歌
山
県
）

　
続
く
３
回
戦
は
、
大
会
第
11

日
の
８
月
15
日
に
行
わ
れ
、
敦

賀
気
比
は
３
年
連
続
29
度
目
出

場
の
智
辯
和
歌
山
高
校
（
和
歌

山
県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
延
長
11
回
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
の
末
、
３
ー
７
で
敗
れ
、

５
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
入
り
を

逃
し
ま
し
た
。

　
敦
賀
気
比
は
、
宮
本
選
手
の

内
野
ゴ
ロ
と
鵜
飼
選
手
の
中
前

安
打
で
５
回
に
２
点
を
先
取
。

終
盤
ま
で
リ
ー
ド
す
る
展
開
で

し
た
が
、
８
回
に
同
点
に
追
い

つ
か
れ
ま
し
た
。
２
ー
２
の
ま

ま
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
突
入
。

11
回
に
敦
賀
気
比
は
５
失
点
し
、

そ
の
後
の
攻
撃
で
１
点
を
返
し

ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
敗
れ
た
敦
賀
気
比
は
、
準
々

決
勝
進
出
に
あ
と
一
歩
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦

め
な
い
プ
レ
ー
を
見
せ
た
選
手

ら
に
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

敦賀気比高　夏の甲子園敦賀気比高　夏の甲子園
　　　　２年連続　13 度目の出場　　　　２年連続　13 度目の出場

８月１１日 ２回戦　敦賀気比 １０ー０ 横手（秋田県）
敦賀気比 １ ０ ５ １ ２ ０ ０ １ ０ １０

横　手 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　2 年連続で夏の甲子園に出場した敦賀気比を応援しようと
約 2,000 人が会場に詰めかけました。応援団や観客らは 3
塁側アルプススタンドから敦賀気比ナインに大声援を送り、
初戦突破が決まると歓喜と笑顔に包まれました。
　試合は初回、後藤駿平選手のセンターへのタイムリーヒッ
トで敦賀気比が先制し、アルプス席は大きく盛り上がりまし
た。後藤選手の父、典人さんは、「何とか出塁してほしいと思っ
ていた。結果ヒットになったのでよかった。一日でも長く甲子
園で試合してほしい」と話していました。
　３回には辻琉成選手と五十子李壱選手のタイムリーヒットな
どで一挙５点を加え、前半で試合を決定づけました。
　投げては、辻琉成選手 - 鶴田啓人選手 - 辻勇紗生選手、佐々
木晴正選手の継投で相手打線を 4 安打に抑え完封しました。
　敦賀気比の応援団　石丸極さん（3 年生）は、甲子園で戦っ
た仲間に対し、「3 年間ずっとしんどい練習に一緒に耐えてき
た。出場した仲間には、試合を楽しんでほしい。」と話してい
ました。
　敦賀気比ダンス・チア部部長の安藤音愛さん（3 年生）は、

「同級生も出場していて、初戦突破してうれしい。悔いのな
い試合をしてほしい。」と話していました。

投打で圧倒！夏の甲子園４年ぶりの初戦突破

応援団も奮闘！応援団も奮闘！
夏の甲子園　ベスト１６夏の甲子園　ベスト１６８月１5 日 3 回戦　智辯和歌山 （和歌山県）７ー３ 敦賀気比

智辯和歌山 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ５ ７

敦賀気比 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３

　３回戦で強豪の智辯和歌山と対戦した敦賀気比は、延長タ
イブレークにもつれ込む激闘の末、３－７で惜敗しました。こ
の日集まった約 1,800 人の応援団は、1 塁側アルプススタン
ドから最後まで選手に声援を送りました。試合終了後、強豪
と互角に戦った選手らに拍手が送られました。
　初戦と打って変わって序盤投手戦となったこの試合、先に
均衡を破ったのは敦賀気比でした。5 回裏　宮本颯選手の内
野ゴロと鵜飼新馬選手のセンターへのタイムリーヒットで 2
点を先制しました。宮本選手の父、勝也さんは、「見ていて
緊張した。うまく食らいついてくれた。」と話していました。
　その後、8 回表に同点とされ、延長タイブレークに突入。
１０回ノーアウト満塁のピンチは切り抜けましたが、11 回に 5
失点。その裏の攻撃は 1 点に留まりました。
　試合後、応援団の東島海人さん（2 年生）は「3 年生には
いろいろな面でお世話になった。この恩を応援で返そうと思っ
た。負けてしまったが、次は自分たちの代なので、センバツ
目指して頑張りたい。」と話していました。

延長 11 回タイブレークの激闘　敦賀気比惜敗

▲ OB が敦賀気比でプレーする地元兵庫の学童野球チームも応援参加

▲ 5 回裏　先制点を上げ、喜ぶ応援団

▲攻撃時、応援を盛り上げる敦賀気比高吹奏楽部

▲ 8 月 15 日に行われた敦賀気比 対 智辯和歌山の 1 塁側アルプススタンドの様子


